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　最近、読んだ本に興味深い統計データが掲載されていました。日米の高校生に関係する統計データですが、以下の通りです。

・「お金持ちは尊敬される」と思う人、アメリカ 73%、日本 25%。

・「自分の主張を貫くべきだ」と思う人、アメリカ 36%、日本 8%。

・「他人のためよりも自分のためを考えて行動したい」と思う人、アメリカ 40%、日本 11%。

日米両国の国柄が反映された面白い統計と思いますが、統計に反映された日米の国柄は両国の歴史や文化から生じたものに思います。

【フロンティア・スピリットと新自由主義】

　私の浅い知識では日米の国柄に至る両国の歴史や文化を語ることはできませんが、アメリカで 7 割強の高校生が「お金持ちは尊敬される」と思う理由は、アメリカを

発展させたフロンティア・スピリット ( 開拓精神 ) にあると思います。そしてフロンティア・スピリットが欧米を中心に世界的な潮流となった新自由主義 ( 政府による市

場への介入を最小限に抑え、自由競争こそが経済の効率的な発展をもたらすとする経済思想 ) と結びつき、自由競争を勝ち抜く手段として「自分の主張を貫くべきだ」「他

人のためよりも自分のためを考えて行動したい」と思う人がアメリカでは日本よりも 4倍前後も多いのだと思います。

【欧米人が抱える精神と心のギャップ】

　一般的にアメリカのみならず欧米人は自己主張が強く、日本人は控えめとされますが、上記の統計はそれをよく表していると思います。しかし私が興味深く思えるのは

自己主張と言える「自分の主張を貫くべきだ」「他人のためよりも自分のためを考えて行動したい」と思う人の約 4 割という割合は、日本人の割合に対しては多いものの

アメリカ人全体に割合に対しては半数に至らない点です。逆に上記の統計によると約 6 割の人は「自分の主張を貫くべきだ」「他人のためよりも自分のためを考えて行動

したい」とは思わないことになりますが、フロンティア・スピリットが反映された新自由主義の織りなすものの一つは自己主張に思います。「お金持ちは尊敬される」と

思う人が 7 割いれば、「自分の主張を貫くべきだ」「他人のためよりも自分のためを考えて行動したい」と思う自己主張の強い人が 7 割いても不思議はないと思います。

なのに、そうならないのはアメリカを繁栄させたフロンティア・スピリットの闇となる先住民の歴史、新自由主義が生んだ格差社会などが影響しているように思います。

仮に精神を理想、心を情緒のニュアンスで区別すると、欧米の人たちは精神と心の間にギャップを抱えているように思い、上記の 7 割に至らない理由はそのギャップを

表しているように思います。そしてギャップを抱えるゆえに武道などの日本文化に、多くの欧米人が惹かれるのだと思います。

【日本人の精神と心のギャップ】

　〝もののあわれ〟〝諸行無常〟という情緒は日本文化の根抵ですが、そういった情緒は〝清貧〟などの日本人の心のありようを育みました。清貧は武士道精神としても

尊ばれる心ですが、清貧に表れるように日本人は昔から質素に耐えられる性質であると言われ、昔から日本人の多くは質素です。性質は情緒による心の働きですが、日本

人において精神と心のギャップが全くないものではありませんが、清貧と質素が合一するように日本人の精神と心のギャップは極めて小さいものに思います。

【平安時代、江戸時代の長い平和な時代が保たれた要因】

　日本人の精神と心のギャップの小ささは抽象的なことでなく、歴史事実がそれを示します。精神と心のギャップの小ささは、精神と心の合一として精神と心の安定とな

りますが、日本は平安時代で約 350 年、江戸時代で約 250 年という世界史的に稀な平和な長い時代が存在します。平安時代、江戸時代の長い平和な時代が保たれた要因は、

島国という地理的条件もありましたが、日本人の精神と心の安定が根幹にあります。治乱興亡が繰り返され、そして今も続いている欧米の歴史、その歴史により精神と心

のギャップを抱える欧米人は今後も増えるように思います。

　私は現在、インバウンド対象も含む Tokushima 武道ツーリズムに取り組んでいますが、Tokushima 武道ツーリズムのテーマは武道精神である〝武士道精神の発心〟です。

精神と心が合一されたものこそが武士道精神ですが、自身の稽古、そして道場生への指導において武士道精神を高め、Tokushima 武道ツーリズムのテーマを深めていきた

いと思います。

◉ 稽古の休み・時間変更
　<休み >

　鴨島道場…6/27 ㈯・7/18 ㈯　　美馬道場…7/18 ㈯・7/30 ㈭　　徳島市加茂道場…6/30 ㈫・7/3 ㈮・7/17 ㈮　

　阿南道場…6/29 ㈪・7/11 ㈯・7/20 ㈪　　池田道場…7/11 ㈯

　<時間変更 >　

　鴨島道場…7/11 ㈯ <1 部・2部合同で 14 時～15 時 30 分 >※選手クラス、アドバンスクラスはお休みです。

　※稽古開始 2時間前に、気象警報が発令の場合、稽古は休みとなります。また冬季は積雪により路面凍結の危険性がある場合も、稽古は休みとなります。
　　その場合、個別連絡は行わずグループラインでご案内します。

◉ < 大会案内 >第 43 回全中国空手道選手権大会 ( 主催・新極真会広島支部 )
　第 43回全中国空手道選手権大会が下記のとおり開催されます。参加希望の道場は指導員まで申し出てください。

　日にち…9/27 ㈰　場所…広島県立総合体育館小アリーナ (〒 730-0011 広島市中区基町４番１号 )　支部内締切…7/8 ㈬

　※従来、KDF2027の1次選抜だった同大会ですが、選抜大会ではなくなりました。中国地区の1次選抜は11/23(月・祝)に岡山で行われます。

　　1次選抜の岡山大会の詳細はまだ未発表です。発表されしだい案内いたします。　

◉ < 大会案内 >KDF2027/2 次選抜戦・第 25回全四国ウエイト制空手道選手権大会 ( 主催・新極真会愛媛支部 )
　第 25回全四国ウエイト制空手道選手権大会が下記のとおり開催されます。参加希望の道場は指導員まで申し出てください。

　日にち…9/23( 水・祝 )　　場所…愛媛県武道館 (〒 790-0948 愛媛県松山市市坪西町 551)　　支部内締切…8/17 ㈪

◉ 四国・岡山合同稽古　※今回の場所は西条市総合体育館です。
　四国・岡山合同稽古が下記のとおり開催されます。参加できる人は頑張りましょう !!

とき…9/6 ㈰　時間…11 時～15 時 30 分　場所…西条市総合体育館 ( 愛媛県西条市ひうち 1-2)　服装…道着 ( 上下着用 )　

稽古内容…型、技術練習、スパーリング、フィジカルトレーニング　※11/22 ㈰の合同稽古は変更となりました。変更日は追って案内します。

◉ 夏季、道着軽装化について
　今年も猛暑が予想されますが、夏季道着軽装化を以下の服装、期間で実施致します。

　服装…上衣・Tシャツ、下衣・道着ズボン、帯着用。なお、鴨島道場のみは暑さがこのとほか厳しいので

上下トレーニングウェア、帯着用無しでOKです。期間…6/1～9/30　厳しい夏を乗り越えましょう !!

◉ グループライン登録のご案内
　この度、徳島西南支部のグループラインを作成しました。このグループラインは緊急のお知らせや行事等の

案内に使用するものです。登録は任意ですが、ご都合の良い方はご登録ください。なお、このグループライン

は支部からの発信用のものです。案内に対する返答、個人の意見などの書込みは禁止とさせていただきます。

こちらの→
QRコード
から登録し
てください。


